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旧石器ハテナ館だより 
 

尖頭器とは、主に旧石器時代
に使われた狩猟具です。 

 心配したお天気でしたが、前夜のうちに雨があがり、曇り空の中、38 名で千葉

の貝塚を訪ねました。加曽利貝塚は東京湾沿岸でも都川を５キロ遡ったところ

にあり、北貝塚と南貝塚の２つの環状貝塚が８の字のように繋がっています。 
バスを降りて真っ先に目に飛び込んで来たのは、どこまでも続く深い森で

した。昭和 41（1966）年開館の歴史ある加曽利貝塚博物館で、ボランティア

ガイドさんに解説していただきながら、博物館の展示（土器型式の指標にな

っている加曽利 E 式土器や B 式土器、土偶など）や野外施設を見学しました。

北貝塚・南貝塚の貝層断面見学施設では、貝塚のスケールの大きさに圧倒さ

れました。竪穴住居跡の施設では家の切り合いの様子がリアルに分かります。

巨大な貝塚の姿を目の当たりにして、興奮さめやらぬうちに昼休憩の時間と

なりました。江戸時代、代官所だった旧大須賀家住宅をお借りしていたので、

優雅なお弁当タイムを過ごすことが出来ました。自然と会話も弾みます。 
 

貝塚の宝庫である千葉県の加曽利貝塚並びに博物館、船橋市の飛

ﾉ台史跡公園博物館、市川市の姥山貝塚公園の３カ所を訪ね、縄文時

代の「ムラ」の姿や文化に触れて来ました！ 

 午後は船橋市の飛ノ台史跡公園博物館を見学しました。ここは、平成 12
（2000）年開館の比較的新しい施設です。学芸員の中村さんに炉穴や合葬

人骨、また、野島式土器のフォルムの美しさなどについて説明を受けまし

た。藤原観音堂貝塚から出土した犬（飛丸）の復元模型もあり、加曽利の

村の犬たちと同様、人々に大切にされていた様子が伝わって来ました。 
最後の市川市の姥山貝塚公園では、文化財保護課の領家さんの解説で５

体の人骨が見つかった竪穴住居跡や日本で最初の放射性炭素年代測定の行

われた場所を確認しました。柏井小学校の展示も興味深いものでした。 
貝塚の特徴と共に、新旧それぞれの施設の持ち味も楽しむことが出来ま

した。貝塚が単なる縄文時代の「ゴミ捨て場」などではなく、当時の村の

姿を語る貴重な資料であることを再認識した実り多いバスツアーでした。 

９月２６日（土）開催 

バスツアー 

 

加曽利貝塚・飛ノ台貝塚・姥山貝塚 

博物館では加曽利貝塚 PR 大使

「かそりーぬ」がお出迎え 



３つの台風が過ぎた直後、関東では梅雨明け

を迎えました。7 月 20 日、まだ蒸し暑さの残る
夜の田名向原遺跡公園に夏休みに入ったばかり

の子ども達が、家族連れで訪れてくれました。

恒例の｢昆虫観察ツアー｣には 81 名もの参加者が
あり、さがみはら水生動物調査会の守屋博文さ

んと公園内の虫を探しました。ツアー１回目に

は看板の灯りに集まる虫たちを食べに来たコウ

モリの姿が見られました。直前の台風による増

水で相模川の水生生物が流されたため、今年は

虫の数が少なかったようですが、それでも、灯

火採集にはコクワガタやノコギリクワガタのメ

スが来ていました。また、キマダラカメムシは、

この辺では数年前に上溝南高校で初めて見つか

った珍しい種類とのことです。子ども達は我先

に虫を探しては名前を答えるなど、守屋さん顔

負けの健闘ぶりでした。夜の昆虫観察会は、未

来の昆虫博士達の忘れられない思い出となった

ことでしょう。

去る 7 月 25 日に｢八瀬川探検と魚観察｣を行い
ました。今年も定員を超える申込みがあり、ハ

テナ館の人気イベントとなっています。

当日は快晴でしたが、昨夜の雨の影響で水か

さが増していたので、探検コースを大幅に短縮

し、｢魚捕りと魚観察｣を中心に行いました。

まず魚捕りの方法を講師から学び、いよいよ

網を持って魚捕り体験です。下流に網を構え、

石や草の陰に足を入れてジャブジャブすると、

驚いたドジョウやアブラハヤなどが網の中に逃

げ込んできました。初めての体験に感動し、み

んな大興奮です。笑顔が川一杯に響き渡りまし

た。捕った魚は水槽に移し、講師から詳しい説

明を受けました。市内緑区から参加した小学４

年生男子は、｢見たことのない生き物がたくさん

いた。おもしろかった…！｣と笑顔でした。

魚観察の後、豊かな自然が残る下流部に向か

って少し探検をしました。途中に、大昔の相模

川が堆積した礫層とその上に厚く降り積もった

関東ローム層を見ることができました。相模野

台地の河岸段丘の歴史を知る貴重な地層です。

川歩きは短い距離でしたが、静寂な空気に包ま

れた自然豊かな八瀬川を体感できたようです。

｢旧石器ハテナ館まつり｣の
○ 期 日 平成 27年 10月 17日(土) (雨天時は翌日)

○ 時 間 午後 2時～ 5時まで
○ コーナー ①石蒸し料理体験 (事前申込み)

②縄文ペンダント作り

③火おこし体験

④クイズラリー

⑤弓矢体験(射的コンテスト)

⑥縄文服を着てみよう

⑦水生生物に触れてみよう

⑧軽食の販売

火おこし体験

魚
観
察

灯火採集


